
 

 

 

 

 

2023年度 昭和大学 Ⅱ期 
【 講 評 】 

 ここ数年の易化傾向が継続された. 昭和大学特有の描図問題の出題がなく, 解きやすいと感じた受験生も多か

っただろう. 合格を狙うのであれば, 特に大問 1, 2 は高得点を目指したい.  

 

【 解 答 】  

大問 1 

 問 1 b  問 2 70 倍  問 3 176 L  問 4 0.3 mg/mL  問 5 19.2 g  問 6 a, c, e 

 問 7 ホルモン：バソプレシン 分泌部位：脳下垂体後葉 作用部位：集合管  

 問 8 体液より低張な尿を多量に排出する.  

 

大問 2 

 問 1 ① A ② F ③ J  問 2 2H2O2→2H2O+O2  問 3 触媒(作用)  

 問 4 試験管 Gではカタラーゼを触媒としているが, 酵素は高温では主成分であるタンパク質が変性すること 

で失活してしまうため, 反応が起こらなかった. 一方で試験管 J では無機触媒を用いているため, 高温に 

するほど反応速度が大きくなるため, 気体が多く発生していた.  

問 5 a, b, d, e  問 6 C6H12O6→2C2H5OH+2CO2  問 7 e  問 8 ヨウ素(ヨウ化カリウム) 

問 9 D, E 

 

大問 3  

 問 1 ア：mRNA  イ：転写  ウ：翻訳  エ：tRNA  オ：メチオニン  カ：アンチコドン 

 問 2 (1) A：細胞質基質(細胞質)  B：イントロン  (2) X：DNA  Y：mRNA  (3) ↑ 

   (4) タンパク質を短時間で大量に合成できる点。(20 字) 

 問 3 (遺伝子)突然変異 

 問 4 エキソンではなくイントロンに変異が生じたとき。 

    (別解)：同じアミノ酸を指定するコドンへ変異したとき。 

 問 5 (1) 鎌状赤血球貧血症  (2) バリン  

   (3) HbSの遺伝子頻度は自然選択により増加傾向にあるが, HbSヘテロ接合の個体が増加すると, 適応 

度の低い HbS ホモ接合の個体も増加する可能性があるから。 

   (4) ハーディー・ワインベルグの法則の成立条件に「自然選択が起こらない」が含めれているから。  

 問 6 がん細胞では細胞分裂が盛んであり, DNA が頻繁に複製されるため, 1 本鎖であることが多い。 
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大問 4 

 問 1 ア：78  イ：0.04  ウ：アンモニウムイオン  エ：窒素同化  オ：窒素固定  カ：根粒菌   

キ：アゾトバクター  ク：硝化  ケ：脱窒素細菌  コ：脱窒  

 問 2 (1) シアノバクテリアや緑色植物による光合成の結果.  

   (2) 人間による化石燃料の燃焼や森林伐採のため.  

   (3) 地表から放出される赤外線を吸収し, その一部を再放射して地表や大気の温度を上昇されること.  

 問 3 2.7 %  

 問 4 陸では植物体の一部が動物に摂食されるのに対して, 海洋では植物体の全体が動物に摂食されるから.   

 問 5 化学合成細菌  問 6 工業化に伴う窒素固定 など 

 

 【 解 説 】 

大問 1 

 問 2 尿中尿素は 2.1 %, 原尿中尿素は 0.03 %であるので,  

     2.1÷0.03=70[倍] 

 問 3 原尿量を x[L]とすると, 原尿中イヌリン(質量)=尿中イヌリン(質量)であることから,  

     0.01x=1.1×1.6 

    が成立するため, 176[L]と求められる.  

 問 4 与えられている密度より, 例えば血しょう 1 mL がネフロンに流入したとすると, これは血しょう 

1 g=1000 mgに相当するため, 血しょう中の尿素濃度は 0.03 %であることから,  

     1000×0.03÷100=0.3[mg/mL]  

 問 5 問 4 と同様に考えると, 尿中尿素濃度は 21[mg/mL]と算出できる. したがって求める値は 

     0.3[mg/mL]×176000[mL]-21[mg/mL]×1600[mL]=19200[mg]=19.2[g]     

 

大問 2  

 実験について, まとめると以下の通りである.  

 <実験 1> 

  方法① A：レバー＋蒸留水＋過酸化水素水→酵素反応(＋) 

      B：レバー＋蒸留水＋過酸化水素水＋加熱→熱変性により酵素反応(－) 

      C：レバー＋塩酸＋過酸化水素水→酸変性により酵素反応(－) 

      D：レバー＋水酸化ナトリウム＋過酸化水素水→アルカリ変性により酵素反応(－) 

  方法② カタラーゼの最適温度は 37 ℃前後であることに注意する.  

E：0℃でレバー＋過酸化水素水→低温のため酵素反応(－) 

      F：40℃でレバー＋過酸化水素水→酵素反応(＋) 

      G：70℃でレバー＋過酸化水素水→熱変性により酵素反応(－) 

  方法③ 無機触媒を用いる場合は高温にすればするほど反応速度が大きくなることに注意すると, 以下の条 

件では, J>I>H の順に反応が激しくなる.  

H：0℃で酸化マンガン(Ⅳ)＋過酸化水素水 

      I：40℃で酸化マンガン(Ⅳ)＋過酸化水素水 

      J：70℃で酸化マンガン(Ⅳ)＋過酸化水素水 

  



 

 

 <実験 2> 

  A：酵素＋補酵素 

  B：酵素→補酵素がないため酵素反応(—) 

  C：補酵素→酵素がないため酵素反応(—) 

  D：B+濃縮 C→酵素反応(＋) 

  E：B+煮沸 D→酵素反応(＋) 

  F：C+煮沸 E→酵素の熱変性により酵素反応(—) 

 

大問４ 

 問 3 硝酸イオン中に窒素が x %含まれているとすると, 以下の式が立てられる.  
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62
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15

100
 

    したがって, x≒2.7[%]と求められる.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせは☎0120-３０２-８７２ 

https://keishu-kai.jp/ 


